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　く酵素 の 組織化擧的研究を行つ た．

　　實驗 に は羊膜を薄膜伸展標本 と して 固定染色す る か ，

　また は羊膜片の ま S 生 醴染 色 僕伸展標本 と して 觀察 し

た ・染色 は リパ ー
ゼ （武内法），ア ル カ リ性 フ ォ ス フ ァ タ

ーゼ （高松法），酸性 フ オ ス フ ァ タ
ー

ゼ （武内法），酸化酵
素 の CytochrQme 　Oxidase （Gr 且｛f 氏法）並びに M ．

Nadi
　Oxidase （Winkler −Schultze 氏法），過酸化酵

素 （Kreibi ・ h−Fisch ・1氏法），コ ハ ク 酸脱水 素 酵素 （W −

achstein 　et 　Meise1 氏 法） を 行 つ た ．

　 成續   Cyt ・ch ・・ m ・ Oxida ・ e は妊娠 の 極初期 に

は極 め て 痕跡的で不足 で あ るが ， 3 カ 月 よ り上 皮細胞 の

胞 體周邊部 に 極度 に出現 し以後漸増 す る も著明ならず，

　τ ヵ 月以後 に 急速 に増加 し末期に ほ 上 皮細胞體を粗大な

．
藍色 の 顆粒と して 充滿す る．  　コ ハ ク 酸脱水素酵 素は

1ほ ぼ Cytochrome と同様な 程度 に 妊娠 各期 に 出現 し，

こ れ も上 皮 細胞體 の 特 に核の 周邊に中等大の 桃色の 顆粒
と して 證明 され ，

Cytochrome の 分布と良 く
一
致す る．

  　酸化酵素系 と して 論議 の あ る M ・Nadi 　Oxidase と

過酸化酵素に つ い て は 血 液塗沫標本 を 饗照 と し上 皮 を精

細 に 追究 した が 如何 な る時期に も證明出來なかつ た ． 

リバ ー
ゼ は初期 に は殆ん ど認 め られ ぬ が ， 4 カ 月以後 漸

次出現 し．初め は 上 皮細胞周邊部に 帯黄色の 顆粒状に痕

跡 的 に 證 明さ れ る が ， 漸 増 して 8 カ 月以後は急速 に出現
し， 胞體は 黄色粗大な顆粒で 充滿 して い る 様 に 認 め ら
』
れ，SudanX 　染色に よ る脂肪分布 と

一
致す る．  　ア

．ル カ リ性並 び に 酸性 フ ォ ス フ ァ ター
ゼ は 初期 よ り輕度な

が ら出現す るが 不定の 所見を呈 し，中期以後漸 増 し，末

WJに 最 も 著明 とな る．前者 は．．「波 細胞 の 胞體に黄褐色 に

染出 され，殊 に細胞周邊部 に 強 く，後者 は 黒色 の 小顆粒

黻 に證明 され， 胞體内 に…
様 に 見出さ れ ， な 沿 核 の 部

分 に も少景證明 しえた．  胎盤 附着部羊膜と そ れ 以 外 の

・
部分 との 差異 は 認められな い ．

．さて Cytochrome 　Oxidase と コ ノ 丶 ク 酸脱水素酵素 の 艮

く
一

致 せ る 所 見 よ り， 羊膜上 皮 に は水素運搬體 に關す る

．Szent 　Gy6rgyie 學説が 想起 さ れ，可逆的酸化還元系とし

て の 生 體内代謝 が 行 わ れ て い る様 に思われ る．ま た リパ

・一
ゼ 並び に他 の 酵素 の 妊娠末期 に増量す る こ とを參照 す

る と， 上 皮脂肪 は變性 退行現象 と見散す よ りは む しろ脂

肪 代謝の 亢進を 思 わ せ る．っ ぎ に フ ォ ス フ ァ ター
ゼ の 證

明に よ り燐鹸 ニ ス テ ル の 生 成分解を知 る こ とが 出來 る ．

　以 上 各酵素の 出現程度 か ら見 る と上 皮 は初期 に は 餘 り

1　 SU的でな い が ， 胎盤完成 ととも に作用が盛 となり末期
に 至 る 程著明であ る．最後 に各酵素 の 證明に よ り羊膜上

目塵き婦 誌 9 卷 4號 臨 時 」曾干叮

皮の 作用は單な る濾過謬透 の み に て は説明しえな い 複雜

な代謝機轉 が 營 ま れ て い る こ とを 想定 した．

　　31．人羊水の 血滅型學的研究，第 2 報 羊水 中 の

血液型 物質 （MN 型物質 ，
　 Q 型物質 ，

　Lea　型物
質及び Rh 型 物質）につ し、 て

　　　　　　 （東京醫齒大法醫・賛育會）　杉田好朝

　 前總會で ， 羊水中の 血 液型 物質 と くに ABO 式血液型

物質に つ い て 發表 した が ， 今］EJI，S ， 羊水中OMN 型 物質

　
・Q型物質 ・Le 乱

型物質及 び Rh 型物質の 存在 にっ い て

檢討 した の で ， こ 》 に 報告す る．

　　〔實驗材料〕　 MN 型 物質 ま171例 （うち炭水化物様分

屑 ・蛋自質様勞屑 ・類脂體様分屑の各分屑をつ く り檢討
した もの 10例），Q型物質は 20例 （分屑 として 3 例），　Lea
型物質は 3益例 （分屑と して 9例），Rh 型 物 質 は 22例 （分

屑 と して 3例） に っ い て實驗した （Rh 型物質に つ い て

は ， 引續 き實驗中であ る ）。

　　〔賀驗方 法〕　 抗 M と抗N 血清 は，OM 型 及び ON 型

ヒ ト血 球免疫 ウ テ ギ血 清 よ り抗M 及 び 抗N ヒ ト1血球凝集

素 の み を残 した もの を用 い ，抗 Q 血 清 は ， 抗 Q凝集素を

有す る ブ タ血 清を各型 q ヒ ト1血球で吸收 した も の を 用
い ．Sil　Lea 血清は抗 Le 恥 凝集素 を妊婦血 清 中に發見 し

た劇 「1 （0 ・MN ・q・St，　CD ・！・DE ，kk ，・Le 〔a → ）血 清 を

用い ・抗 Rh 血清 は 洛 種血清 の う ち檢定 の 結果とくに 米

國市販 （D ・ d・ Reag ・・ t・，　INC 製）の 抗D 血清を 用い て ，

一
定の 抗體價 （搬 ・抗N ・抗 Q血 清は 8倍 ， 抗L 。耽

Rh 」血清は 4倍）に 調製 した もの に，一
定 の ヒ ト血 球 を つ

か っ て ， 吸牧試驗並びに凝 集阻止 反 應 を行 い 判定 した ．

　 〔實驗成績〕 1 〕MN 型物質 ：　抗 M と抗 X 血清に 對

す る 吸收試驗 の 結果 は ， い ず れ も對具貫と殆ん ど同様な反
應 を示 した 。さ らに ． 母 ・

兒 の MN 式血 液型 組合 せ の 種
女 な羊水 か らえた炭水化物様 分屑 ・蛋白質様 分 屑．類脂

體様分屑 にっ い て 吸 牧 試驗 を 行つ た が ， どの 分屑に おい

て も肇寸照 との 間 に 有意な 差異を認 め る こ とが で き な か っ

た．

　1〕 Q型 物質 ：　抗 QJ且晴 に對す る 吸牧試驗の結果 ，

こ s で もい ず れ も塁寸照 と殆 ん ど回様 な 反應 を 示 し ， Q式

血 液型 組合 せ の 異 な る 3 例 の 羊水 よ りえ た各 分屑に つ い

て も吸 收試驗 を 行つ た が，同 じ く有意 な 差異を 認 め る こ

とが で き冫なか つ た．

　H 〕 L ・
・ 型 物質 ：　妊娠 2 ヵ 月の 羊水 1例 を除 くす べ

て の 羊水 に お い て 凝集阻止を示 した （阻 止 價，2倍 か ら

128倍）．な お，分 泌型 と非分泌型 との 羊水 に お け る Lea

型 物質の 量 的差異 は と くに認 め られ な か つ た ．各分屑に
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お ける Lea 型物質の 量 的關係は．炭水化物様分屑 に 最

も多 く，類脂體様分屑は こ れ に つ ぎ，蛋自質様分屑に は

前 2 者に くらべ て 極 く僅か しか 認 め られ なか っ た．

　 W 〕 Rh 型物質 ：　 母兒共 に Rho 陰性 の 米婦人 の 羊水

を 對象 と して ， 各種 の 抗 D 血清を用 い 多數の 羊水 に つ い

て 實驗 した が ， 37℃ よ り室温または氷室で強 く血球に作

用する抗D 血 清を使用 した結果，Rh 抗原 の存在が明か

に な つ た ．や は り， 大部分 の羊水 申 に Rh 抗原 が 分 布

さ れて い る と思われ る。な お ， 分屑に っ い て も現在強討

中であ る．

　 〔結 論〕羊水 中に覈 N 型物質とQ型物質は認 め られ

な か つ た が，Le 乱 型 物質は殆ん ど大部分 の羊水中に認め

られ た．Rh 型物質は大部分の 羊水中に 分布 されて い る

と思わ れ る．

　32．臍帯切断の 時期は何時にすべ きか

　 （東京遞信） 英

安井修平，河方延介 ， 大澤辰 治 ，

　　　　　　　　山下招人 ， 伊 藤宜孝 ， 昇田益美

　胎児 娩 出後臍 帯 切 斷の 時 期 に つ い て は 古 來 早期 切 斷

（胎兒娩出直後），ま た は晩期切噺 （臍帯搏動停止後） と

な お意見の 一致を見ない 現況であ る．晩期切斷に 反鬻す

る一群 は 兒 に新生 兒黄疸の 發 生 率 高 し と し，早期切 圜 に

反羯す る 一一群 は新生 児が 貧血 を來す と述べ て い る ．

　わ れ わ れ は 臍帯巻絡 に て躯幹娩出困難な る胎兒の 臍帯

を早期に 切 斷娩出せ しめ た る時 ，そ の 見 の殆ん ど總 て に

顔面蒼自な る を知りこ れ等胎鬼 の 血 液 を檢査 し ， 晩期に

切斷 せ る 見の そ れ と比較 して 明か に貧1血状態を 呈 して い

る こ とを知っ た．す な わ ち早期切斷兒 9例，晩期切漸児

30例 の 平均値 は つ ぎの 如 くであ る．
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　娩出直袋早期切圏せ る臍帯 より流出血 液量 は 最高 ユ35

cc
， 最低60ccに て 平均97．5ccであり， 晩期切斷例 に て は

最高70ec，最低15ccに て 平均23．8ccとなり早期切斷例 が

多量 の ∫氤液 を 流出す る こ と を知 つ た．よつ て 胎兒娩出直

後 よ り臍帯搏動停 止 に 到 る間の 兒 の 體重 の 變化 を 19 感

度體重計に よ り測 り測定せ る に ， 娩出直後に測定せ る 體

重 に 比 し， 榑動停止観 に測定せ る もの 1・：　3丁例の 平均 値 に

お い て 67。59 （最高84g ，最低42　g ）の 體重の 増加 を認 め

た ．娩出時 の 體重増加は 臍帯搏動停止 に よ つ て 中止 し

た 。臍帯搏動停止 は ま ず母體側に始ま り， 漸次新生兒側

に 移 行 して 新生 兒側 の 停止 を以 て 體 重 増 加 は 停 止 す る ．

臍帯撼動の 母 體側停止 よ り胎兒側停止迄に 兒の 體重 は平

均 119 （最高189 ， 最低 09 ） の 増加を認め た ．早期切

斷 に よ る新生 兒の 貧血 の 長期觀祭例はつ ぎの 如 き結果を

え て い る （3 例）．

　以 上 3例の 觀察よ り推定 して も臍帯を早期に 切斷せ る

見の 貧血の 恢復は 約 1 力年 を要 す る こ とを 認 め た ．か s

る 貧血 兒 に 野 し 冖下グ ル コ ン サ ン 鐵 を使用 して 經過を觀

生後 日激 1生 下 時 5 日 1・・日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 303　 339　 　　 320

・迥 ・遏 ・測 ・8週 2魍 1・鞭

赤 血 球

（× ：to‘

）

123

血 色 索 暈

（91dD

」

2

43753212

．413

，0

313 ．3

42444813

．713

． 

」 ，
3
． ．
・i．

／

／

11．9

／

＿乙

300　 　 　 　 312　 　 　 　 　 　 　 　 3e8
33342412

．011

．812

．6

／

37511

．7

／

ユ  ．5

325　　　 346　 　 　 　 　 　 　 　 420
340368 　　　40D

／ 39Q　　 　 412

12，0　　　12．5　　　13．6

12．2　　 13．0　　 14．1

／ 11．O　　　l3．7

d5648414

．815

．215

．0

察 中であ るが 相當の 効果 を擧げ て い る．現在臍帯の 早期

切斷 と晩期切斷 との 1血液變化に及 ぼ す影響な ら び に 新生

兒發育 の 變化 な どに つ い て 研究 を 進め て い る の で 總會に

お い て綜合的結論を下 し う る と信じてい る．

　33。新生鬼ガ λ 代謝le關す る 研 究（第 1 報）

　　　　　　　　　（東京醫齒大衞生 ） 皆 川 、 進

　新生 兒 ガ ス 代謝に關す る研 究は ，新生 兒 が 成人 と異り

基 礎代謝賦態を保 つ こ とが 少 く，哺 乳及び 睡 眠 あ るい は

嗜泣 な どが大部 分 を な しそ の た め 新 生 兒 の 基礎代謝測定

に は 種 女 な る 困難が あり，それ に 關す る文獻は 極めて 少

い ．

　特 に 出生 直後 の ガ ス 代謝 に 關す る 研 究 の 文 獻 は 殆ん ど
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